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Junitでテストコード
を作る
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使用するコード1

 4



JUnitテストを作る

• eclipseで作成したJavaコードに対するテストコードを作
成する場合 

【新規】→【Junitテスト・ケース】 

• これにより作成したJunitテストにコードを書く
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テストコード
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Assertクラスのメソッド
の利用方法
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参考：　http://d.hatena.ne.jp/absj31/20120811/1344759958



org.junitパッケージの 
アノテーション
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参考: http://etc9.hatenablog.com/entry/20090823/1251019936



org.junit.runnerパッケージの 
アノテーション
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参考: http://etc9.hatenablog.com/entry/20090823/1251019936



使用するコード2
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テストコード
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@Parametersを 
使ったテスト
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複数作成は面倒

• Junit4以降にはアノテーション@Parametersが導入され
ている 

• これによりテスト対象メソッドに渡す引数と期待値だけが
異なるテストを複数回実行できる
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複数作成は面倒
•テストコードを作成する上でのポイント 

テストクラスに@RunWith(Parameterized.class)を指定する 

テスト別のパラメータを返却するメソッド(次の例ではdata()メソッドを作成する) 

1. アノテーション@Parametersを指定する 

2. public static で定義する 

3. 戻り値はCollectionで, Collectionの要素はObject配列とする 

パラメータを受け取るコンストラクタを作成する 

テストメソッドを作成する
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使用するコード3
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テストコード(1)
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テストコード(2)
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その他にテストコード
に記述する内容
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テストメソッドの 
前処理と後処理

• テストメソッドの実行前後に毎回実行される処理がある場合, 
複数のテストメソッドに同じ処理を毎回記述するのではなく, 
共通化をしておくと便利なことがある 

ネットワークへの接続・接続 

データベースの初期化 

外部ファイルの初期化 

• テストメソッドの前後に共通処理を実行する方法は２通りある
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方法1; setUp()メソッド, 
tearDown()メソッドを使う
• これらのメソッドはjunit.framework.TestCaseで宣言さ
れている
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方法2; アノテーション
@Before, @Afterを使う

• Junit4以降で利用可能 

• org.junit.Beforeとorg.junit.Afterをインポートする必要がある 

• この方法を使うと複数のメソッドを前処理や後処理として利用で
きる(方法１では1つしか使えない) 

• ただしクラスを継承してテストクラスを作った場合, つまり方法１
と方法２を同時にプログラミングした場合は, 方法１が実行される 

アノテーションよりもメソッド名が優先されるという性質があ
る
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方法2; アノテーション
@Before, @Afterを使う
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